
個 人 質 問

八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

   

柴し
ば
た
に谷  

匡ま
さ
や哉 

　

保
育
士
の
確
保
定
着
に

数
値
目
標
の
設
定
を

　

少
子
化
で
も
保
育
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
・
高
度
化

し
て
お
り
、
保
育
士
の
確
保
・
定
着
に
向
け
た
数

値
目
標
を
設
定
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

質
の
高
い
保
育
を
提
供
で
き
る
よ
う
数
値
目
標

を
設
定
し
て
お
り
、
計
画
値
の
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　

医
療
事
故
調
査
制
度
は
原
因
究
明
と
再
発
防
止

が
目
的
で
あ
り
、
制
度
概
要
や
相
談
窓
口
を
市
民

に
分
か
り
や
す
く
周
知
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。　

　

医
療
安
全
情
報
の
周
知
は
重
要
で
あ
り
、
広
報

媒
体
を
活
用
し
市
民
目
線
で
の
情
報
提
供
に
努
め
、

相
談
先
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

　

学
校
外
で
発
生
し
た
い
じ
め
事
案
に
は
学
校
・

教
育
委
員
会
・
福
祉
事
業
者
・
保
護
者
等
が
連
携

し
た
対
応
体
制
を
構
築
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
、
実
効
性
の

あ
る
体
制
を
構
築
す
る
。

その他の質問等
◦医療事故への認識及び自治
　体が果たすべき責任
◦いじめ事案における教育委
　員会の責任と役割

保育ニーズが高まる中、保育人
材の確保が課題となっている。

A QQA

公
明
党

   

前ま
え
ぞ
の園  

正ま
さ
あ
き昭 

　

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

設
置
の
早
期
実
現
を
！

　

予
約
制
に
よ
る
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
・
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
は
、
市
民
の
利
便
性
向
上
だ
け
で
な
く
、

対
応
す
る
職
員
に
と
っ
て
も
合
理
的
・
効
率
的
で

あ
り
、
行
政
D
X
の
観
点
か
ら
も
早
急
に
実
現

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

悲
し
み
を
抱
え
た
遺
族
の
方
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

課
題
や
他
市
事
例
な
ど
の
研
究
を
進
め
る
。

　

学
校
司
書
の
全
校
配
置
及
び
学
校
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
の
処
遇
改
善
と
働
き
や
す
い
環
境
整
備

を
早
急
に
実
施
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

学
校
司
書
の
モ
デ
ル
配
置
事
業
の
効
果
検
証
を

実
施
し
、
市
長
部
局
と
連
携
し
な
が
ら
全
校
配
置

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。
ま
た
、
学
校
図

書
館
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
学
校
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
処
遇
や
条

件
な
ど
の
改
善
等
に
努
め
る
。

A QQA

八
尾
保
守
の
会

   

川か
わ
か
み上 

　
舞ま
い 

　

学
校
給
食
の
牛
乳
提
供

選
択
制
に
向
け
検
討
を

　

学
校
給
食
の
牛
乳
に
つ
い
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等

の
診
断
書
が
な
く
て
も
選
択
で
き
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
中
、
牛
乳
を
一
律
に
提
供
し
な
く
て
も

よ
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

牛
乳
は
成
長
期
に
必
要
な
栄
養
素
を
効
率
的
に

摂
取
で
き
る
最
も
適
し
た
食
品
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
今
後
、
新
た
な
知
見
に
基
づ
く
情
報

収
集
や
検
討
を
進
め
、
よ
り
よ
い
給
食
を
実
施
し

て
い
く
。

　

学
校
給
食
の
牛
乳
は
、
年
間
で
お
よ
そ

１
１
６
７
万
円
分
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
と
算
出
さ

れ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

牛
乳
に
限
ら
ず
食
材
を
残
す
こ
と
は
大
き
な
食

品
ロ
ス
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
学
校

給
食
の
意
図
や
効
果
を
し
っ
か
り
と
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
な
が
ら
、
食
育
や
残
食
を
な
く
す
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。

A QQA

給食牛乳のあり方は、子どもた
ちの成長や食育の観点だけでな
く廃棄による食品ロスなどの課
題も考慮しなければならない。

大
阪
維
新
の
会

   

景か
げ
や
ま山  
和わ

か香 
　

Ｊ
Ｒ
久
宝
寺
駅
前
に

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
を

　

Ｊ
Ｒ
久
宝
寺
駅
前
周
辺
の
開
発
か
ら
約
20
年
経

過
し
、
こ
の
間
、
子
育
て
世
帯
を
中
心
に
人
口
が

増
加
し
た
一
方
で
生
活
利
便
性
や
に
ぎ
わ
い
が
そ

れ
に
追
い
付
い
て
い
な
い
と
い
う
声
も
聞
く
が
、

現
状
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　

全
体
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
都
市
環
境
の
形
成

が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
計
画
当
初
と
比

べ
、
ま
ち
の
状
況
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
る
学
校
図
書
館
の

運
営
に
お
い
て
、
学
校
司
書
の
必
要
性
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

専
門
職
と
し
て
学
校
司
書
が
配
置
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
学
校
図
書
館
機
能
の
さ
ら
な
る
安
定
化

に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
A Q

その他の質問等
◦公立認定こども園及び民間園
　における性教育の取り組み
◦選挙用ポスター掲示板の設置
　及び投票入場整理券の発送

QA

　個人質問とは、議員が市政全般について、市民の代表として
行う質問のことをいいます。八尾市議会では、答弁を含まずひ
とり30分の持ち時間となっています。

個 人 質 問
月定例会
３

R8

QA

その他の質問等
◦給食に使用する塩の選定
◦不正投票の防止

▶

学校司書とは
　学校図書館で、本の貸
出し、整理、選書や児童・
生徒の読書活動の推進、
学習支援などを専門的に
行う職員のこと。

大
阪
維
新
の
会

   

木き
む
ら村  

健け
ん
じ二 

　

窓
口
混
雑
を
緩
和

利
便
性
向
上
へ

　

窓
口
業
務
は
市
民
が
最
も
身
近
に
接
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
そ
の
質
と
効
率
性
は
市
政
へ

の
信
頼
に
も
直
結
す
る
。
成
果
を
数
値
で
示
し
、

検
証
を
重
ね
て
改
善
を
続
け
る
行
政
運
営
を
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

　

改
善
の
成
果
を
見
え
る
形
で
示
す
こ
と
は
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
庁
内
連
携
や
窓
口
Ｄ

Ｘ
な
ど
も
含
め
、
混
雑
緩
和
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

公
益
財
団
法
人
八
尾
体
育
振
興
会
が
、
財
務
の

持
続
可
能
性
に
疑
義
が
生
じ
る
状
況
に
あ
る
公
益

法
人
と
し
て
の
継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

事
実
と
数
値
に
基
づ
き
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
整
理

を
含
め
た
抜
本
的
な
改
革
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
、
重
大
な
事
象
が
起
こ
る
前
に
団
体
と
協
議

し
、
継
続
可
能
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

A Q

その他の質問等
◦証明書のコンビニ交付を利用
　しない方へのアンケート実施
◦高齢者へのコンビニ交付に
　関する周知や利用促進策

QA公益財団法人とは
　不特定多数の者の利益
（公益）の増進に資するこ
とを主目的とする財団法
人のこと。23の公益目的
事業分野（地域社会の発
展等）のいずれかに該当
する事業を行うことが求
められる。

都市計画道路の整備後は、駅周
辺にさらなるにぎわいが生まれ
ることが期待される。

その他の質問等
◦山本・志紀図書館での児童・
　生徒の自習スペース確保
◦ディスレクシアなど読書に困難
　を抱える児童・生徒への対応
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公
明
党

   

五い

お

い
百
井 

真し
ん
じ二 

　

障
が
い
児
の
保
育
・

療
育
を
最
良
の
環
境
に

　

障
が
い
の
あ
る
未
就
学
児
童
の
保
育
に
お
い
て
、

保
育
と
療
育
の
選
択
肢
が
あ
る
中
で
、
最
良
な
環

境
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

　

保
育
と
療
育
の
様
々
な
可
能
性
を
考
慮
し
、
保

護
者
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
子
ど
も
に
と
っ
て

最
適
で
安
心
安
全
な
環
境
の
選
択
に
つ
な
が
る
よ

う
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
相
談
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

　

教
育
環
境
や
学
校
の
状
況
を
事
前
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
見
学
会
な
ど
、
障
が
い
児
の
就
学

に
不
安
を
抱
え
る
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
は

で
き
て
い
る
の
か
。

　

保
護
者
が
安
心
し
て
就
学
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

不
安
や
疑
問
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
教
育
環
境
に

つ
い
て
の
説
明
や
支
援
学
級
及
び
通
常
学
級
の
授

業
を
含
め
た
学
校
見
学
を
提
案
し
て
い
る
。　

A QQA

市や関係機関が連携しながら子
どもや保護者の状況や考え方を
共有し、最適な環境の提供につ
なげていく必要がある。

日
本
共
産
党

   

越お

ち智  

妙た
え
こ子 

　

物
価
高
で
苦
し
い
家
計

国
保
料
値
上
げ
撤
回
を

　

令
和
８
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
賦
課
限
度
額

が
１
０
６
万
円
か
ら
１
１
２
万
円
へ
と
大
幅
な
値

上
げ
と
な
る
。
多
く
の
世
帯
で
保
険
料
の
上
昇
が

予
想
さ
れ
る
中
、
物
価
高
で
苦
し
む
市
民
に
対
す

る
値
上
げ
の
撤
回
を
求
め
る
。
府
や
市
の
国
保
会

計
の
基
金
を
使
え
ば
、
保
険
料
の
値
下
げ
が
で
き

る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

大
阪
府
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
の
定
め
に
よ

り
、
保
険
料
の
引
下
げ
を
目
的
と
し
た
基
金
の
活

用
は
困
難
で
あ
る
。

　

道
路
交
通
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
８
年
４
月
か

ら
自
転
車
運
転
の
違
反
に
対
し
て
も
反
則
金
が
科

さ
れ
る
。
何
が
違
反
に
当
た
る
の
か
等
の
不
安
な

声
が
多
い
が
、
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

法
改
正
に
伴
う
市
民
の
不
安
を
軽
減
し
、
安
全

意
識
の
向
上
の
た
め
、
引
き
続
き
講
習
の
実
施
や

周
知
・
啓
発
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

その他の質問等
◦八尾空港北

きたぼり
濠特定保水池を

　公園化すべき
◦点字ブロックの防滑対策と
　音響式信号機の24時間対応

道路交通法を遵守し安全な交通
環境となるよう、今後も講習等
の実施が求められる。

A QQA

八
尾
保
守
の
会

   

露つ
ゆ
は
ら原  

行ゆ
き
た
か隆 

　

生
涯
学
習
と
学
校
教
育

行
政
所
管
の
最
適
化
を

　

現
在
、
市
の
文
化
施
策
は
市
長
部
局
、
生
涯
学

習
施
策
は
教
育
委
員
会
が
所
管
し
て
い
る
。
学
校

教
育
を
取
り
巻
く
課
題
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
教

育
委
員
会
の
役
割
を
学
校
教
育
に
特
化
し
、
生
涯

学
習
施
策
と
文
化
施
策
を
一
体
的
に
市
長
部
局
で

所
管
す
る
こ
と
が
、
教
育
の
質
及
び
行
政
所
管
の

最
適
化
の
観
点
か
ら
双
方
を
高
め
る
現
実
的
な
選

択
肢
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

文
化
施
策
と
生
涯
学
習
施
策
の
所
管
部
局
の
一

元
化
は
、
両
施
策
の
協
働
等
に
よ
る
相
乗
効
果
が

期
待
で
き
、
行
政
運
営
上
の
選
択
肢
の
一
つ
と
認

識
し
て
い
る
。
一
方
で
、
学
校
教
育
か
ら
生
涯
学

習
ま
で
を
連
続
し
た
も
の
と
捉
え
、
総
合
的
に
施

策
を
推
進
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
行
政
所
管
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
施
策
効

果
や
組
織
運
営
上
の
課
題
等
を
踏
ま
え
、
総
合
的

な
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

QA

その他の質問等
◦学校における防犯体制強化
◦ゼロカーボンシティの実現
　に向けた大阪広域水道企業
　団との連携

生涯学習の役割を果たせるよう、
部局間の連携を行いながら施策
を進めることが求められる。

その他の質問等
◦婚活支援
◦結婚新生活支援事業
◦投票しやすい環境整備

個 人 質 問

●八尾市物価高騰対応市民応援給付金
 （令和７年12月定例会において議決された給付金の増額）
● 意欲ある事業者経営・技術支援補助金制度の拡大

国の交付金を活用した
物価高騰対応策にかかる補正予算審議
総額　10億1,754万6千円　（一般会計第11号補正予算）

　令和８年１月市議会臨時会では、１月27日の本会議において国の交付
金を活用した物価高騰対応策にかかる補正予算案を上程し、早期の給付
等を実現するため、討論の後、採決を行い補正予算案を可決しました。

● 物価高騰の影響を受ける福祉施設への支援金給付

１月臨時会の概要

主な内容

QR コ ー ド か ら、
報告書の全文を見
ることができます。

常任委員会の所管事務調査
課題解決のための施策を市に提言！

総務常任委員会

建設産業常任委員会

文教常任委員会

健康福祉環境常任委員会

　財源の裏付けや実施計画との整合を十分に踏ま
えた上で、無理のない目標設定の下、段階的に施
策を展開すべきである。限られた経営資源を有効
に配分し、業務改革と人材定着を両輪として推進
することにより、持続可能で安定的な行財政運営
体制を構築することを求める。

働き方改革について
【テーマ】

【報告内容（抜粋）】
　平成22年７月の答申から15年以上経過してい
ることから、新たに児童・生徒数の推移、将来推計、
学級編成の実態及び学校施設の老朽化状況等を可
視化し、小・中学校の適正規模等に関する考え方
を再整理されたい。なお、再整理に当たっては、
関係部局と密に連携を図り進められたい。

【テーマ】

【報告内容（抜粋）】

　産業政策の進捗と効果を把握し、政策改善と人
的・財政的資源の効率的活用を図るため、施策の
進捗を示す指標（KPI）と最終成果であるアウト
カムを示す指標（KGI）を連動させた評価体系を
構築するよう求める。

産業政策に関する課題と現状及びアウトカム
指標に基づいた評価手法について

【テーマ】

【報告内容（抜粋）】　要介護状態への移行を緩やかにし、将来の認定
率の低下を図るためには、若年層へのアプローチ
強化が求められる。若年層が参加しやすいプログ
ラムの創設や地域ごとの身近な通いの場の設置な
ど、参加率向上に向けた取り組みを充実されたい。

介護保険の適正化について
【テーマ】

【報告内容（抜粋）】

小・中学校の適正規模等について
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